
数学散歩　Ⅴ‐9 ２０１７．１．α 岐阜市　村山錞司

―　数学教養書の中から　―

「青春の日の数学セミナー　中沢貞治（現代数学社）」（その９）

ご感想やご意見、間違いのご指摘などあれば、お聞かせください。

＜お年玉問題＞(ｸﾘｽﾏｽ・ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾄの続編）

＜本題＞　二人の持ち金の比率が m : n で、その中の 1 ずつの賭けで、どちらかの持ち金がなく
 なるまでゲームを続ける。最初の持ち金が m の方が勝つ確率は p(m,n) = m/(m+n) であることを
 示す。（参考　m ≠ 0 のとき、p(m,0) = 1、p(0,m) = 0、p(m,n) + p(n,m) = 1 ）
下調べの問題Ａ 　m≠0、n≠0 で、 m + n = 2、3、4 のとき p(m,n) をすべて求めよ。(答は最後）

質問（前回の続き）床屋（理髪店）での話：（顔剃りの途中）「鼻毛のカットを○○円で始めまし
 た。いかがですか。」客の答「結構です。」
(客の真意？)「結構(なこと)です。(是非カットしてください。)」「(やらなくて)結構です。」

「Ｔｏｐｉｃ ９　ある電話番号」

電話番号 (48)1444 の 144 = 122、144 に 4 をかき足して 1444 = 382 これは珍しい！

（本の記述を解釈して） （よく分からないが何故か分数の話になった。この本ではよくあること。）
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＜一般化して＞
課題  正の整数 n について次の等式を証明せよ。
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(証明１) (*) を利用して n についての帰納法で示す。
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＜この章のテーマの電話番号です。問題では受験番号になって？＞
問題[1] Ａ君の受験番号は３けたの数で平方数である。Ｂ君の受験番号は、Ａ君の番号のおわり

に４を書き足した４けたの数で、やはり平方数である。Ａ君、Ｂ君の受験番号を求めよ。
（解） a = x2 、 100 ≦ x2 ＜ 1000 だから 10 ≦ x ＜ 32 x = 10,11、… 、31

b = y2 、 1000 ≦ y2 ＜ 10000 で 31 ＜ y ＜ 100 y = 32,33、… 、99
b = 10a + 4 より、 y2 = 10x2 + 4 だから y の１位の数は、2 か 8 で、 x2 = (y2-4)/10

y
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x
よって、 1444（=382）= 10×144（=122） + 4 Ａ君 144番、Ｂ君 1444番

問題[2] Ａ君の受験番号は３けたの数で平方数である。Ｂ君の受験番号は、Ａ君の番号のおわり
に□を書き足した４けたの数で、やはり平方数である。Ａ君、Ｂ君の受験番号を求めよ。

（解） a = x2 、 100 ≦ x2 ＜ 1000 だから 10 ≦ x ＜ 32 x = 10,11、… 、31

b = y2 、 1000 ≦ y2 ＜ 10000 で 31 ＜ y ＜ 100 y = 32,33、… 、99
b = 10a + □ より、 y2 = 10x2 + □
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＜問題と考察など＞
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□の候補 □ = 4 は [1] で済み。
y の１位の数

（本には、詳しい説明はないが、ヒマツブシで正直に全てやってみた。）
＜□ = 0、1、5 の場合はダメ（表は略）＞
＜□ = 6 ＞ x2 = (y2-6)/10
y

y2

x2

x
＜□ = 9 ＞ x2 = (y2-9)/10
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よって、 3249（=572）= 10×324（=182） + 9 [1] の場合と、Ａ君 324番、Ｂ君 3249番

≪[1]、[2} の解を並べると≫

10×122 + 4 4 で割ると 10×62 + 1 = 192

10×182 + 9 9 で割ると 10×62 + 1 = 192

（本文から） 10×6
2
 + 1 = 19

2
 は、 10×x

2
 + 1 = y

2 に x = 6、y = 19 の解のあることを・・・

y2 - 10x2 = 1 （そしてまたまた） Pell 方程式 x2 - ay2 = ±1 （ a は正の整数）
（が出てくる。 a = 10 から、√10 の近似分数に話が変わる。）

＜ √a2 + b  の近似分数＞
課題 a に比べて b が小さいとき √a2 + b の近似分数は、
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（本には、「数学Ⅰテストノート（学校図書発行）の平方根のところを思い出しました。」とある
 のみで、証明などはない。）
（考察） 0 ＜ b ＜ a として、
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下調べの問題Ａ 　m≠0、n≠0 で、 m + n = 2、3、4 のとき p(m,n) をすべて求めよ。

(答のみ）p(1,1)=1/2、p(2,1)=2/3、p(1,2)=1/3、p(3,1)=3/4、p(2,2)=1/2、p(1,3)=1/4
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 との交点の x 座標は、
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yn → √a2 + bよって、yn+1 - √a2 + b ＜


